
平成２２年度協働事業として選定された事業の評価

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

事
業
の
目
的
・
目
標
を
共
有

で
き
た
か

事
業
開
始
に
あ
た

っ
て
相
互

の
役
割
を
話
し
合

っ
た
か

対
等
な
立
場
で
協
力
し
て
計

画
づ
く
り
を
進
め
た
か

相
互
の
自
主
性
・
自
立
性
を

尊
重
し
た
か

十
分
に
話
合
い
役
割
分
担
を
明
確

に
し
共
通
認
識
を
図

っ
た
か

進
捗
状
況
や
事
業
に
関
す
る
情
報

を
共
有
で
き
た
か

進
捗
状
況
を
チ

ェ
ッ
ク
し

、
必
要

に
応
じ
修
正
し
た
か

常
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
を

取

っ
た
か

情
報
を
わ
か
り
や
す
く
公
開
し
た

か お
互
い
の
信
頼
関
係
を
築
け
た
か

事
業
の
目
的
・
目
標
を
達
成
で
き

た
か

課
題
と
改
善
策
を
話
し
合

っ
た
か

平
均
点

協働相手方 評価者

行政評価 Ｙ Ｙ Ｙ 4 4 3 4 3 3 4 4 4 4 4 3 3.7

協働相手評価 Ｙ Ｙ Ｙ 4 4 5 5 5 5 4 5 2 5 5 2 4.3

行政評価 Ｙ Ｙ Y 4 3 4 4 3 3 3 3 3 4 4 3 3.4 講演会222人参加

協働相手評価 Y Y Y 4 3 4 4 3 3 3 3 3 4 4 3 3.4

協働理由 事業の概要

行政評価 Ｙ Ｙ Ｙ 5 4 4 4 4 4 3 4 3 5 4 3 3.9

協働相手評価 Ｙ Ｙ Ｙ 5 5 4 5 5 4 3 4 3 5 4 3 4.2

協働理由 事業の概要

行政評価 Ｙ Ｙ Ｙ 5 4 4 3 5 5 3 5 4 5 5 4 4.3

協働相手評価 Ｙ Ｙ Ｙ 5 4 4 3 5 5 3 5 4 5 5 4 4.3

協働理由 事業の概要

行政評価 Ｙ Ｙ Ｙ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4 3 4.7 登録者　1,190軒

協働相手評価 Ｙ Ｙ Ｙ 4 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4 4 4.7

協働理由 事業の概要

行政評価 Ｙ Ｙ Ｙ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働相手評価 Ｙ Ｙ Ｙ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働理由 事業の概要

行政評価 Ｙ Ｙ Ｙ 5 5 5 5 5 5 4 4 5 5 5 4 4.8

協働相手評価 Ｙ Ｙ Ｙ 4 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4 4 4.7

協働理由 事業の概要

行政評価 Ｙ Ｙ Ｙ 5 5 5 5 5 5 4 5 4 5 4 4 4.7

協働相手評価 Ｙ Ｙ Ｙ 5 5 5 5 5 4 4 5 4 5 4 4 4.6

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 5 4 4.1 人出　401,700人

協働相手評価 Y Y Y 4 4 4 5 4 5 4 4 4 5 4 4 4.3 ボランティア　256人

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 4 4 5 5 5 5 4 5 5 5 4 4.7 人出　43,400人

協働相手評価 Y Y Y 5 4 4 5 4 5 5 5 5 5 5 4 4.7

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 4 5 4 4 5 4 5 4 4 4 4.4

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 4 4 4 5 4 4 4 4 4 4.3

協働理由 事業の概要

総務課
381平和記念事業 4月～3月 実
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　１：できなかった    ２：どちらかといえばできなかった    ３：どちらかといえばできた
　４：ある程度できた   　 ５：よくできた

協働理由 市民活動団体の特性を活かす。 事業の概要
年４回発行の市議会だよりの内容を音訳し、視覚障害者1.2級の登録
者にデイジー方式により音訳したＣＤ版を送付し、議会情報の提供を
行う。

対象者が91名いるが、現在の利用者は11名であり利用者の拡大を図る必要がある。

当初テープからスタートして、平成２１年度からＣＤに移行したが、デヂタル方式その
ものが未だ発展途上にあり、試行錯誤の部分がある。

音訳ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ
福生いとでんわ

実 行

課題

課題

1 議会事務局

声の市議会だより作成委託 4月～3月 委

特になし。

市民参加

実 相

課題

企 行

企画委員会のメンバーが長年同じメンバーで続けているが、話題性を高めるため多く
の市民の参加を呼びかける。

全町会・自治会でのパトロールの実施のため、今後安全安心まちづくりの醸成の機
運を高める必要がある。(34町会・自治会のうち27団体実施）

課題広く市民相互の支えあいを支援

町会・自治会

1,214 防犯協会、ボランティア

広く市民相互の支えあいを支援
福生警察署館内防犯協会に委嘱された防犯活動推進員、女性防犯
指導員で、地域安全運動の一環として活動する。

行実

「市民が語る戦後のふっさ・昭和３０年代パートⅢ」と題して、市民会館
小ホールで実施。講演、座談会、演奏を行った。

2

地域の安全を守るため各町会･自治会での自主的なパトロールの実
施

委 7,884
交通安全推進委員会、町会・自
治会

交通安全推進指導委託 4月～3月

3
自主防犯パトロール 4月～3月 参

広く市民相互の支えあいを支援

安全安心
まちづくり課

補・参

補 5,691

5
子ども110番の家 4月～3月 参 105 市民参加 企

4
各種防犯活動 4月～3月

課題

広く市民相互の支えあいを支援
福生市交通安全推進委員会、福生市町会長協議会へ交通安全の推
進を委託し、更なる交通事故の減少を図る。

課題

6

90

市民団体の特性を活かす

企

行

行

広く市民相互の支えあいを支援
子供が身の危険を感じたときに、助けを求めることの出来る緊急避難
場所として民家や商店等を指定し、子どもを犯罪から守る。

企

行

企

消費者の啓発を図るため、消費者リーダーとの協働で、消費者セミ
ナー、消費者展等の企画・立案をし、当日の運営にあたった。

町会・自治会

課題

9

福生七夕まつり ８月 委・実 37,300

消費者展実行委員会

企 他

実行委員会のもと、飾りつけ部会、模擬店部会、イベント部会が中心
となり、ボランティア・市民を巻き込んだ形で実施した。

課題コミュニティの形成や展開を支援

桜まつり実行委員会

地域振興課

11

家庭菜園管理 4月～3月

七夕まつり実行委員会

8

消費者展・講演会・セミナー 4月～3月 委・実

企 行

コミュニティの形成や展開を支援
桜の開花に合わせ、各種のイベント等を実施し、観光客の誘致を図
り、商工業振興に寄与する。

課題
補助元である市が事務局業務を行っているため、本来の協働でなく、事務局指導型
の運営になってしまう傾向がある。

ふっさ桜まつり 3月～6月 補・実 3,120

共 234 家庭菜園使用者協力会 実 行

広く市民相互の支えあいを支援
市内5箇所の家庭菜園を、2年間を期間として貸出し、運営を使用者の
団体である協力会がおこなう。

課題

行

広く市民相互の支えあいを支援
各町会・自治会の自主防災組織運営に対し支援し、災害時等の意識
の高揚を図る。

課題

自主防災組織の運営 4月～3月
7

10
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Ｎo 課 名 事  業  名 事業期間
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会
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行政評価 Y Y Y 4 3 5 4 4 3 3 3 4 4 5 3 3.8 人出　50,000人

協働相手評価 Y Y Y 4 3 3 4 4 3 3 3 4 4 5 3 3.6

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 4 4 4 4 5 5 3 4.5

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 4 4 4 4 5 5 3 4.5

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 4 5 4 4 5 5 5 5 4 5 5 4.6

協働相手評価 Y Y Y 4 4 4 4 4 4 5 5 5 4 4 5 4.3

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 3 4 4 5 4 3 3 4 5 5 4 4 4.0 多摩川で遊ぼう　12回実施

協働相手評価 Y Y Y 3 4 4 4 4 4 4 4 5 3 4 4 3.9 多摩川講座　4回実施

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 5 5 4 5 5 5 5 5 5 3 5 4.7

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 4 4 5 4 4 4 4.6

協働相手評価 Y Y Y 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4.0

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 3 2 4 4 4 3 5 5 4 3 4 2 3.6

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 4 5 5 4 5 5 4 4 4.7

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 3 3 3 3 2 3 3 3 4 3 1 1 2.6

協働相手評価 Y Y Y 4 4 2 3 3 3 2 3 3 4 2 2 2.9

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 4 4 4 4 4 4 4 3 4 3 4 3.8

協働相手評価 Y Y Y 4 4 3 3 3 4 4 4 3 4 3 3 3.5

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 4 5 5 5 4 5 4 4 4 5 4.6

協働相手評価 Y Y Y 5 4 4 5 4 4 4 4 5 4 4 5 4.3

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4.0

協働相手評価 Y Y Y 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4.0

協働理由 事業の概要

12

ほたる祭 5月～8月 補 1,400 熊牛町会

地域振興課

実

課題

行

市民団体の特性を活かす
毎年6月中旬に行われる「ほたる祭」に対して、財政援助により支援を
する。

課題

剪定枝等破砕機管理委託 4月～3月 委 35

15

グリーンクラブ福生 企 行

市民団体の特性を活かす
剪定枝等破砕機の貸出し、整備、保守点検等を委託し、市内農業者
の農業活動に役立てる。

13

福生環境ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ実行委員会

市民団体の特性を活かす
環境月間の6月に多摩川中央公園を会場に、地球環境、自然環境へ
のふれあいをテーマにした市民参加型イベントを企画し開催。

14

環境フェスティバル委託 4月～3月 委・実・参 1,350 企

環境課

実 行水辺の楽校運営委託 4月～3月 委・実 1,400

出店団体数：39団体
来場者数：3,700人

課題
市民の自主的、主体的な運営を目指し、設置した分科会の機能を高める必要があ
る。

水辺の楽校運営協議会

行

16

市民環境大学運営委託 4月～12月 委 590
NPO法人自然環境アカデ
ミー

0

課題
子どもの人数に対してスタッフ人数が不足気味であるため、対応が十分にとれない恐
れがある。

企
行
相

国土交通省の水辺の楽校プロジェクトに基づき、多摩川の水辺で子ど
もたちのための自然体験の場、遊び場を作る。

480人参加

市民団体の特性を活かす

課題
協議会のメンバーが多忙な方々であり、緊急的に動かなければならない事案が発生
した場合などに、小回りが利かないと感ずることがある。

6回実施

市民団体の特性を活かす
「市民環境大学」事業は、市民が環境問題を学習する機会として実
施。毎年テーマを決める。

課題 参加者の自立性をどのように育てるか。

福生スクラムマイナス50％事業 4月～3月 実

参 0 かんきょう通信市民編集委員 企
行
相

チームスクラムマイナス50％
協議会

企 行

広く市民相互の支えあいを支援
2030年までに、市内から排出される二酸化炭素を50％削減（2004年
比）するという目標を達成する。

２回発行

市民団体の特性を活かす 市民への環境に対する意識啓発及び環境事業等のＰＲ． 課題 編集員の人数が少ない。

実 相

かんきょう通信編集会議 4月～3月

コミュニティの形成や展開を支援
福生に残された湧水を保全し活用するため、調査や視察などを行な
う。

課題 市民からの積極的な活動計画がなかった。

湧水探検隊 4月～3月 共 0 湧水探検隊

実 相 ３回実施　３４人参加

広く市民相互の支えあいを支援
ドッグランと犬のしつけ教室を通じて、飼い主と犬のマナーアップの啓
発を行う。

課題 スタッフがなかなか定着しない。

愛犬クラブ ふっさ愛犬クラブ4月～3月

市民団体の特性を活かす
地域、ボランティア団体、行政の協働で、飼い主のいない猫対策を実
施。

課題 モデル地区が増えていかない。多くのボランティアやサポーターが必要である。

地域猫制度 4月～3月 補・共 501 福生地域ネコの会 企

廃棄物減量等推進員と協働して、減量を推進していく。 課題

実

行 １０地区　５５匹

廃棄物減量等の推進 4月～3月 行600 廃棄物減量等推進員

広く市民相互の支えあいを支援

参 0

実

22

21

20

19

18

17
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Ｎo 課 名 事  業  名 事業期間

協働の形態
　
委＝委託
実＝実行委員
会
参＝市民参加
共＝共催
補＝補助

事業費
（千円）

事業実施に向けて 事業実施段階 事業を振り返って
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　　　　 企=企画の段階から
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明
確
か

目
標
を
明
確
に
し
た
か

協
働
相
手
選
定
の
理
由
は
明
確
か

Ｙ＝は　い
Ｎ＝いいえ

　１：できなかった    ２：どちらかといえばできなかった    ３：どちらかといえばできた
　４：ある程度できた   　 ５：よくできた

行政評価 Y Y Y 4 5 5 5 4 4 4 5 4 4 4 5 4.4

協働相手評価 Y Y Y 4 4 4 5 4 4 4 4 4 4 4 4 4.1

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 3 3 3 4 5 3 4 4 4 4 4 3.8

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 4 5 4 5 4.8

協働理由 事業の概要

25

26

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 4 5 5 5 5 5 4.9

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4.9

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4.9

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4.9

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4.9

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4 4.8

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4 4.8

協働理由 事業の概要

市民監査委員 実

環境マネジメントシステム　LAS-E の運用状況について、市民が直接
各職場に立ち入って監査を実施する。

行環境マネジメントシステム市民監査委員 4月～3月 参 168

市民団体の特性を活かす

広く市民相互の支えあいを支援

課題 市民監査委員の中での評価の基準が統一されていなかった。

24

花いっぱい運動 4月～3月 委・参 702 花とみどりの会 実

街角、通学路、公園、広場等に、花の苗の植栽を行い、緑化と美化を
進める配布型花いっぱい運動に加えて、市営プール横の畑をフラワー
ゾーンとして、管理運営を市民との協働で実施している。

課題 事業が広範囲にわたるため、職員間での情報の共有化と役割分担が必要。

27

男女共同参画情報誌作成 4月～3月 委・参 ３回発行　各回28,500部

協働理由
広く市民相互の支えあいを支援
団体の特性を活かす

1,224
NPO法人ＮＡＦＡ子育て環境支
援センター・市民編集員

実 行

実 行市民活動団体

事業の概要
男女共同参画情報誌「あなたとわたし」を市、市民編集員、NPO法人と
の協働により作成。

29

福東会館管理業務委託 4月～3月 委 3,000

地域会館として利用される福東会館の管理を地域の町会に委託して
行う。

市民団体の特性を活かす

実 行福東町会

課題 特になし。

30

福東会館清掃委託 4月～3月 委 260 NPO法人　青少年自立援助センター 企
行･
相

地域会館として利用される福東会館の清掃管理をひきこもりの青年を
支援するNPO法人に委託して行う。

課題 特になし。

31

市民活動推進事業委託 2月～3月 委 177 NPO法人　ワーカーズコープ 企 行 2回実施　25人参加

市民団体の特性を活かす
市民活動団体を育成するため、輝き市民ｻﾎﾟｰﾄセンターで行う一部の
事業の企画・実施を市民活動団体に委託する。

課題 講座の参加者を今後どのように市民活動と結びつけていくか。

企 行

市民団体の特性を活かす
新しい視点や柔軟な発想にもとづき、市民活動団体が自発的に行う
公益的な事業の事業費の一部を補助する。

課題
市民活動団体の多くが、活動資金や会員の確保という点で問題を抱えており、活動
領域の拡大に苦慮している。

市民活動団体事業支援補助事業 6月～3月 補 441

33

地域コミュニティ活性化の推進 4月～3月 補 570 福生市町会長協議会

協働推進課

32

市民活動団体

広く市民相互の支えあいを支援

実 行

コミュニティの形成や展開を支援
町会長協議会と協働で、市民全体を対象に、地域との連携を深め、地
域コミュニティの活性化を図る。

課題
地域活性化を図るため、地域活動（防災・防犯、町内美化、親睦等）を行っているが、
加入率の低下により財政面で苦しんでおり、自主的な地域活動に影響することがあ
る。

現行の確認などの情報共有が必要。編集員が少数のため一人の負担が多くなってし
まう。

課題 次年度の成人式に向け内容の再確認をしたい。

男女共同参画啓発物作成 4月～3月 参

市民団体の特性を活かす

課題

デートＤＶに関する啓発チラシを若い世代に理解してもらうため、市民
活動団体との協働により、チラシを作成し、新成人への配布や公共施
設で配布し啓発を図る。

行

レジ袋削減推進協議会 平成２１年６月３０日の提言書提出により目的を達成したため。

環境課

福生エネルギー市民会議 平成２１年度をもって休止（解散）している。

28

23
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Ｎo 課 名 事  業  名 事業期間

協働の形態
　
委＝委託
実＝実行委員
会
参＝市民参加
共＝共催
補＝補助

事業費
（千円）

事業実施に向けて 事業実施段階 事業を振り返って

備            考
　　　　 企=企画の段階から
　　　　実＝実施段階から

他＝その他

　
協
働
開
始
の
時
期

　
協
働
へ
の
呼
び
か
け

　　行＝行政から
　　相＝協働相手

　　方から
 他＝その他

事
業
目
的
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か
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に
し
た
か

協
働
相
手
選
定
の
理
由
は
明
確
か

Ｙ＝は　い
Ｎ＝いいえ

　１：できなかった    ２：どちらかといえばできなかった    ３：どちらかといえばできた
　４：ある程度できた   　 ５：よくできた

行政評価 Y Y Y 5 5 4 5 4 4 4 4 5 4 4 4 4.3

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 4 4 5 4 5 4 4.7

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 4 4 4 4 4 5 4 4 4 4 4.3

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 4 4 5 5 5 5 5 4.8

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 4 4 5 4 5 4 4 4.6

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 4 4 5 4 5 4 4 4.6

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 4 4 5 4 5 4 4 4.6

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 4 4 5 4 5 4 4 4.6

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 4 4 5 5 5 4 5 5 5 5 4 4.6

協働相手評価 Y Y Y 4 4 4 5 5 5 4 5 5 5 5 4 4.6

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 4 5 5 5 5 5 5 4 5 5 4 4.8

協働相手評価 Y Y Y 4 4 4 4 4 4 4 5 4 4 4 4 4.1

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 4 4 4 5 5 4 4 4 5 5 5 4.5

協働相手評価 Y Y Y 5 4 4 5 5 5 5 4 4 5 5 5 4.7

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4.9

協働相手評価 Y Y Y 5 5 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4.9

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 4 4 3 3 3 3 4 3 4 4 4 3.6

協働相手評価 Y Y Y 4 4 4 4 4 3 3 4 3 4 4 4 3.8

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 4 3 4 4 3 3 4 3 4 4 4 3.7 推進員登録者数116名

協働相手評価 Y Y Y 4 4 4 3 3 3 3 4 3 4 4 4 3.6

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 5 4 4.1

協働相手評価 Y Y Y 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4.0

協働理由 事業の概要

障害福祉課

障害福祉課

34

精神障害者グループホーム補助金 4月～3月 補 2,880
NPO法人グループホームけや
き

実 行

市民団体の特性を活かす
NPO法人グループホームけやきに対し、その運営費の一部を補助す
ることにより、精神障害者の地域社会における生活の場を確保し、自
立と社会参加を促進する。

課題

35

各種団体補助金 4月～3月 補 250
福生市手をつなぐ親の会
福生市身体障害者福祉協会

実 行

広く市民相互の支えあいを支援　　　
知的障害者、身体障害者及びその家族で構成されている会に対し、
その運営費（各種行事、研修等）の一部を補助することにより、障害者
の社会参加を促進する。

課題

36

精神障害者小規模通所授産施設補助金 4月～3月 補 19,330 社会福祉法人　福生ひまわり会 実 行

市民団体の特性を活かす
小規模通所授産施設として、障害者を対象に、通所による生活指導･
作業訓練等の社会適応訓練事業を実施するための事業費の一部を
補助する。

課題

37

心身障害者一時保護施設運営費等補助金 4月～3月 補 933 福生市手をつなぐ親の会 実 行

市民団体の特性を活かす
在宅の心身障害者の夜間における一時保護及び社会的自立に向け
た訓練等の運営費の一部を補助することにより、心身障害者福祉の
推進を図る。

課題

38

介護福祉課

ボランティアまちづくり事業 4月～3月 補 10,866

広く市民相互の支えあいを支援　　　

市民団体の特性を活かす

福生市社会福祉協議会 実 行

39

敬老大会ボランティア 9月 参 0 市民参加 行

市民会館大ホールで行われる敬老大会の会場整理等を公募によるボ
ランティアにお願いしている。

課題

広く市民相互の支えあいを支援　　　
社会福祉協議会が行っている「ふっさボランティア・市民活動センター」
の運営に必要な経費を補助し、福祉の分野におけるボランティア活動
の拡大を図る。

課題 登録団体が現存するのか分からない状態だった。

NPO法人が実施する高齢者等に対する家事援助事業及び移送事業
等の福祉サービスに対し、財政支援をし在宅サービスの確保を図る。

課題

40

地域福祉推進事業 4月～3月 補 6,040 ＮＰＯ法人ケアサービスいずみ

運転ボランティアの高齢化

41

在宅福祉活動ボランティア 4月～3月 補 1,109 福生市社会福祉協議会

各種団体

実 行

広く市民相互の支えあいを支援　　　
運転ボランティアが運転するリフトカーにより、歩行困難な高齢者等に
社会参加や地域とのふれあい事業の参加の機会を確保する。

課題

来場者　1,100人

市民団体の特性を活かす
中央体育館において、市内各種団体が、健康や暮らしの安全に関す
るイベントコーナーを運営する。

課題 会場が野球場から体育館となったことで、進行状況、情報共有について混乱があった。

42

健康まつり 4月～3月 参 3,508

定例会に参加するメンバーが固定化されてきている。

43

健康ふっさ２１事業 4月～3月 参 799 健康づくり推進員
健康課

1,736

実

「夏季巡回ラジオ体操・みんなの体操会」 4月～3月 後援

広く市民相互の支えあいを支援
福生市健康づくりプラン「健康ふっさ２１」に基づき、市民の健康づくり
の活動、啓発活動等を行う。

課題

ＮＨＫ公開生放送「夏季巡回ラジオ体操・みんなの体操会」を誘致し、
多摩川中央公園で実施、市民一人ひとりの健康に対する意識の向上
を図った。

企 行

行

実 行

実

健康づくり推進員
NPO法人　福生市体育協会

企 行

市民団体の特性を活かす ＰＲ不足と、一同に会する困難さからサブの会場があっても良かった。課題

44
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　１：できなかった    ２：どちらかといえばできなかった    ３：どちらかといえばできた
　４：ある程度できた   　 ５：よくできた

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4.9

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4.9

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 4 4 5 5 5 5 4 4.8

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 4 4 5 5 5 5 4 4.8

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4.0

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 4 4 5 5 4 4 4 4.6

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4.0

協働相手評価 Y Y Y 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4.0

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4.0

協働相手評価 Y Y Y 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4.0

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0 会員数23名

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4.0 個人342名　６団体登録

協働相手評価 Y Y Y 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4.0

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働理由 事業の概要

行

市民団体の特性を活かす
福生市制４０周年記念事業第２回「子育ちシンポジウム」基調講演と
パネルディスカッションにより、福生の子どもの今、そして今後につい
て考える。

課題
パネルディスカッションでのパネラーの人数が多く、十分に話題提供してもらえなかっ
た。

子ども育成課

青少年に関する講演会 4月～3月 委 84,000 ＮＰＯ法人ワーカーズコープ 実

企
行
他

コミュニティの形成や展開を支援

45

学童クラブ事業 4月～3月 委 36,789 ＮＰＯ法人ワーカーズコープ 実 行

市民団体の特性を活かす
保護者の就労等で放課後、家庭で適切な保育を受けられない小学1
年生から4年生までの児童を対象に、遊びや生活の場を提供する。

課題
社会福祉協議会で実施している学童クラブとの育成内容に差異がある。
（おやつ、室内装飾等で研究が必要。）

46

児童館管理運営事業 4月～3月 委 84,000 ＮＰＯ法人ワーカーズコープ 実 行

市民団体の特性を活かす
子どもたちが遊びの場を通して仲間づくりや活動、幼児の遊び場や母
親などに交流の場を提供する。

課題 全般的に帳簿類のファイリングが不良である。

48 子育て支援課

保育団体連絡会の開催 ４月～３月 共 28
社会福祉協議会、保育園、
幼稚園、子育てサークル、
子育てボランティア団体

49 まちづくり計画課

景観づくりの取組み 4月～3月 共 0 行

市民団体の特性を活かす
まちづくり景観推進連絡会において、マルミ運動具店から奥多摩街道
までの間を歩車共存道にするため、業者を含めて予備設計に向けて
の検討を行う。

課題

地域組織化事業の一環として、各団体の情報交換や支援方法の検討
を定例会（２回実施）で行い、昨年度と同様、発達障害をテーマとした
講演会を開催。

課題 子育てする上で、情報が行き渡っていないことを感じた。

まちづくり景観推進連絡会

屋外違反広告物撤去 4月～3月 参 0 町会、市民団体

企

行 31団体　255名登録

課題

51

道路美化ボランティア 4月～3月 参 90

50

１５団体　143人のボランティア会員

課題 ボランティアの道路内作業に於ける交通安全上の問題が危惧される。

53

4月～3月 参 0

福生萌芽会

52

萌芽会活動
施設課

広く市民相互の支えあいを支援　　　

行

広く市民相互の支えあいを支援　　　
福生市内の豊かな生態系の雑木林の再生を目指して、ワークショップ
方式による市民参加型のボランティアにより、萌芽更新を実施する。

広く市民相互の支えあいを支援　　　

市民団体

道路上の屋外違反広告物の撤去作業を、市民と市が協働で活動する
ことにより、市道の適正な管理に努めていく。

行

企

公園ボランティア制度

企

特になし。

萌芽更新継承者の確保

企

課題

行

参4月～3月

企

0

道路への美観風致を維持し、歩行空間の確保及び良好な維持・向上
を図るため、市民と市が協働で活動し、市道の適正な管理に努める。

共

広く市民相互の支えあいを支援　　　

54

明るい選挙推進協議会 企

市民団体の特性を活かす
成人式会場での常時啓発と、駅頭等やのぼり旗の掲出及び市内全域
を広報車による選挙時啓発を実施。

他

他

市民団体の特性を活かす 年度中における選挙終了後、啓発誌「白バラ」を年一回発行する。

公園ボランティアが行う公園内の環境美化活動を推進する。

ボランティア

課題
市が取りまとめ等を行い、自主的な公園ボランティアの取組みが行われる工夫が必
要。

選挙啓発誌「白ばら」企画編集 8月～11月

選挙管理
委員会事務局

投票啓発 4月～3月 共 108

課題

316 明るい選挙推進協議会 企

課題 特になし。

47

55
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行政評価 Y Y Y 5 4 4 4 4 3 3 4 3 4 4 3 3.8 児童・生徒941名　保護者130名　市民37名

協働相手評価 教職員106名

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 4 3 4 3 3 3 3 3 3 4 3 3.3

協働相手評価

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 4 3 3 3 3 4 3 4 3 4 3 3.4 参加者226人

協働相手評価

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 4 4 4 4 3 4 4 3 4 4 4 3.8 登録者　87人

協働相手評価 実施回数　66回

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 4 4 4 5 4 5 5 4.7 27人（団体含む）

協働相手評価

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 4 4 5 4 4 5 5 5 5 5 5 4.7

協働相手評価 Y Y Y 5 4 4 5 4 4 5 5 5 5 5 5 4.7

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 4 4 5 4 5 5 5 5 5 5 5 4.8

協働相手評価 Y Y Y 5 4 4 5 4 5 5 5 5 5 5 5 4.8

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 4 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4.8 332人（７校）登録

協働相手評価

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 4 5 4 4 5 5 4 5 5 4 4.6

協働相手評価 Y Y Y 5 5 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4.9

協働理由 事業の概要

生涯学習推進課

生涯学習推進課

教育委員会
庶務課

4月～3月 参 255 PTA･市民 企 他

広く市民相互の支えあいを支援　　　
地域清掃活動・校内美化、施設の修繕を実施し、教育環境の向上を
図るとともに、児童・生徒に物の大切さを教える。

56

校舎・校庭の軽易な修繕

課題

57

指導室

アドバイザリースタッフ ４月～３月 委 300
市民・大学生（（社）学術・文化・
産業ネットワーク多摩）

企 行

市民団体の特性を活かす
教育相談室、学校及び家庭における生徒等に対する話し相手、遊び
相手としての援助、その他教育相談のために必要なことを行う。

課題
大学連盟においては、活動してくれる学生の数が少なく、各学校からの要望に応じら
れなかった。

58

学校ボランティア ４月～３月 参 0 地域の市民、保護者 実 行

市民団体の特性を活かす
学校支援のために、様々なボランティア活動をして、地域に根付いた
学校づくりを進める。

課題 学校ごとに内容を決めているので、全体の進捗状況がなかなか把握できない。

59

学習指導市民講師 ４月～３月 委 342 市民、ＮＰＯ 企 行

市民団体の特性を活かす 地域の人材を活用した学習指導講師 課題
現在、小学校においては総合的な学習の時間を中心に、中学校においては教科・課
外学習で活用している。学習指導要領の改定により、授業時間数が増えるので、各
学校での有効な活用方法の検討が必要となる。

60

成人式の開催 ８月～１月 実・参 1,459
成人式実行委員会
市民ボランティア

実 行

広く市民相互の支えあいを支援
「成人式式典」及び「成人のつどい」を、教育委員会と新成人による成
人式実行委員会、市民ボランティアとの協働により実施する。

課題

新たに地域で行事を計画している方、または町会・自治会・子ども会
等地域で活動している団体に、教育委員会に登録している講師や指
導員を派遣する。

課題

行

広く市民相互の支えあいを支援

青少年の健全育成を図るとともに、家庭の日の推進を目的とし、多摩
川中央公園にてイベントを開催する。

課題

実行委員で実際に動ける委員が限られてしまうため、一人ひとりの負担が大きかっ
た。

61

地域まなびあいボランティア 4月～３月 参 6 地域まなびあいボランティア登録者 実

登録者、利用者の減少

62

ふっさ輝きフェスティバルの開催 2月～5月 補・実 800 青少年育成地区委員長会 企 行

コミュニティの形成や展開を支援
模擬店単位でのごみ収集では目が行き届かず、当日片付ける段階で手間取る場面
があった。

63

軽スポーツ・とん汁会の開催 ９月～11月 補・実 800 青少年育成地区委員長会 企 相

コミュニティの形成や展開を支援
青少年の健全育成を図るとともに、家庭の日の推進を目的とし、多摩
川中央公園にてイベントを開催する。

課題

64

ふっさっ子の広場事業 ４月～３月 参 57,970 市民 実 行

広く市民相互の支えあいを支援
放課後、学校施設を活用し、安全な見守りのもとで、子どもたち同士や
地域の人たちとの交流を通じ児童の健全育成を図る。

課題 各「ふっさっ子の広場」により、ボランティアに来てくれる人数・内容に差がある。

65

青少年海外派遣事業派遣生事前研修 5月～7月 参 8,525 地域まなびあいボランティア登録者 実 行

広く市民相互の支えあいを支援
海外派遣事業でアメリカに行った際に、相互の文化交流の一環とし
て、日本の文化紹介のために踊りを披露する。そのための練習を行う
に当たり指導いただく。

課題 踊りに差がつかないよう指導する必要がある。

66

文化財保護思想の普及事業 4月～３月 参 0 市民 実

課題 一人の方に参加してもらっているが、もう少し参加者を増やす工夫をしたい。

行

市民団体の特性を活かす
郷土資料室における、子ども向け体験学習の補助。市内の小学生に
地域の歴史や昔の遊びなどを伝える。
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（千円）
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行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 4 4 5 4 4 4 4 4 4 5 4 4.3 27種目　6,168人参加

協働相手評価 Y Y Y 5 5 4 5 4 4 4 4 4 4 5 4 4.3

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0 4大会　２７種目　３３５人派遣

協働相手評価 Y Y Y 5 5 4 5 5 5 5 4 4 5 5 4 4.7

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 4 4 5 4 4 4 4 5 4 4 4 4.2

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 4 5 5 4 4.8

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 3 5 4 5 5 5 5 5 5 5 5 4.8

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 4 5 4 5 5 5 4.8

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 4 5 4 4 4 4 5 4 4.5

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 4 4 4 5 4 4 5 5 5 4 4 4.3

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4 4 4.8

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 4 5 5 5 5 4 4 4 4 5 4 4 4.4

協働相手評価 Y Y Y 4 5 5 5 4 5 4 4 4 5 4 3 4.3

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 4 4 5 4 5 5 5 4 5 5 5 4.7

協働相手評価 Y Y Y 5 4 4 5 4 5 4 4 4 5 5 5 4.5

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 4 5 5 5 5 5 5 4.9

協働相手評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 4 5 5 5 5 5 5 4.9

協働理由 事業の概要

行

コミュニティの形成や展開を支援
市内で行われている文化活動の成果を発表する機会を提供し、市民
文化の向上と、潤いのある市民生活の実現に寄与する。

企

344

４月～１２月 実

展示において、チェーン・リング・フック等の貸出し備品の申請数が多めに請求されて
おり、半分以上を返却する団体があった。

公民館のつどい実行委員会

本館まつり実行委員会

福生市音楽愛好者連絡会

課題

企

スポーツ振興課

51ウォーキング事業 ４月～３月 参 年３回実施

課題 タートルズの高齢化が見られ、継続について検討を要す。

ウォーキング・タートルズ 企

ＮＰＯ法人　福生市体育協会 企 行

市民団体の特性を活かす 健康増進・スポーツ普及事業の企画・立案

行

市民団体の特性を活かす

健康増進・スポーツ普及事業 4月～3月 委 6,000

委 1,790

中央体育館の運営 4月～3月 委 24,187

68

市民総合体育大会運営

課題 変則勤務であるため、連絡事項伝達の不備がある。

行

市民団体の特性を活かす 市民総合体育大会に係る事務及び各種競技大会の運営全般 課題 種目が少なくなった。

企

市制施行40周年記念事業第28回市民音楽祭 ４月～７月 共

広く市民相互の支えあいを支援　　　

市民団体の特性を活かす

自主団体を中心とした実行委員会が、進行や記録づくり、各部門の進
捗状況の確認を行い、職員は事務局として様々な調整を行った。

公民館のつどい 4月～11月 実 30

①出会い、知り合い、交流していくために、分野を越えた交流の場に
する。②公民館で活動することの意味を考える。③活動し、交流しあう
中で、生活や地域の課題を考える。④つどいが、ひとつのきっかけと
なって、後に横につながりあえる場を持ち続ける。

各種大会派遣 4月～3月 委

市民団体の特性を活かす

行
相

課題

各実行委員会において、限られた時間の中でいかに議論を積み上げ結論へと導い
ていくか。参加者それぞれのモチベーションをいかにあげていくか。
今回の反省点をいかに一人ひとりが意識し、次年度の実施に向けて前向きに取り組
むか。

73

本館まつり ４月～７月 実 0 企 行 参加者人数　1848人

公民館本館利用者連絡会

課題 団体が多く集まりすぎても、運営が難しく、少なすぎても運営が難しい。

企
行
相

1,058人参加

・来場者を多くする方法
・ホール使用時間内に片付けを含めて終了することが非常に厳しい状況

５３人参加

74

企
行
・
相

市民団体の特性を活かす
ふっさの音楽文化の向上と発展を目指し、音楽愛好者団体の活動の
成果を発表するとともに、市民音楽講座の発表の機会とする。

市民文化教室 7月～1月 共

75

本館利用者研修会

市民団体の特性を活かす
社会教育や公民館についての理解を深めるため、研修会を実施す
る。

課題 参加者がいかに自分たちの活動に引き付けて、学習していけるか。

課題

企
行
相

10月～３月 共 25

300 参加者人数　978人

市民団体の特性を活かす
市民の文化活動への要求に応え、個々の創造的感性を養い、地域で
の人と人のつながりを得る契機とし、豊で活力ある日常生活の実現と
地域文化の向上を目指し実施する。

課題 コースによっては参加者が少なく、全体的には若い世代の参加者が少ない。

福生市文化協会

課題
協働にあたり、お互いの役割分担が多少曖昧になり、どちらがやるべきで、どこまで
任せるかの境目がはっきりできない部分があった。

77

公民館講座等学級教室講座講師（異文化クッキング） 10月～3月 共 150 福生国際交流協会

公民館

市民文化祭の開催

企 行

市民団体の特性を活かす

福生市が近隣自治体と比べて外国人の居住率が高い特色を活かし
て、福生国際交流協会と協働で、外国人講師を招き、講師の母国料
理を作ることを通して、その国の文化や風土、日本との違いなどを話し
合って交流を深める。

4,543 福生市文化祭実行委員会

787 ＮＰＯ法人　福生市体育協会 企 行

行
実施事業数30
延べ利用者数11,000人

市民団体の特性を活かす 受付業務、館内巡回、事業、管理運営の一部

6月～2月 ＮＰＯ法人　福生市体育協会

ＮＰＯ法人　福生市体育協会 実

市民の健康増進と市民同士の交流を目的として、年３回のウォーキン
グ事業を実施する。

都民体育大会ほか開催時の選手派遣及びそれに伴う業務全般。 課題

課題 継続を求める声があるが、補助金が平成２３年度最終となる。

78

67

76

72

70

71

69



① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

事
業
の
目
的
・
目
標
を
共
有

で
き
た
か

事
業
開
始
に
あ
た

っ
て
相
互

の
役
割
を
話
し
合

っ
た
か

対
等
な
立
場
で
協
力
し
て
計

画
づ
く
り
を
進
め
た
か

相
互
の
自
主
性
・
自
立
性
を

尊
重
し
た
か

十
分
に
話
合
い
役
割
分
担
を
明
確

に
し
共
通
認
識
を
図

っ
た
か

進
捗
状
況
や
事
業
に
関
す
る
情
報

を
共
有
で
き
た
か

進
捗
状
況
を
チ

ェ
ッ
ク
し

、
必
要

に
応
じ
修
正
し
た
か

常
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
を

取

っ
た
か

情
報
を
わ
か
り
や
す
く
公
開
し
た

か お
互
い
の
信
頼
関
係
を
築
け
た
か

事
業
の
目
的
・
目
標
を
達
成
で
き

た
か

課
題
と
改
善
策
を
話
し
合

っ
た
か

平
均
点

協働相手方 評価者

Ｎo 課 名 事  業  名 事業期間

協働の形態
　
委＝委託
実＝実行委員
会
参＝市民参加
共＝共催
補＝補助

事業費
（千円）

事業実施に向けて 事業実施段階 事業を振り返って

備            考
　　　　 企=企画の段階から
　　　　実＝実施段階から
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期
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け

　　行＝行政から
　　相＝協働相手

　　方から
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相
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明
確
か

Ｙ＝は　い
Ｎ＝いいえ

　１：できなかった    ２：どちらかといえばできなかった    ３：どちらかといえばできた
　４：ある程度できた   　 ５：よくできた

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働相手評価 Y Y Y 4 4 4 4 4 4 4 4 3 4 4 3 3.8

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働相手評価 Y Y Y 4 4 4 4 4 4 4 4 3 4 4 4 3.9

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働相手評価 Y Y Y 3 3 3 4 3 3 3 3 3 3 3 2 3.0

協働理由 事業の概要

行政評価 Y Y Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

協働相手評価

協働理由 事業の概要

子どもたちが本に親しみ、読書の普及を図るため、小学校へ訪問し１
年生を対象に「お話会」「お楽しみ会」をボランティアと協働で実施。

３０回　８６６人参加

子どもたちに、本の楽しさを伝えるための絵本の読み聞かせ、人形劇
等をボランティアと協働で実施。

課題 さらに充実させるため、ボランティアメンバーを増加する。

企 行 ７回実施　４５３人参加

課題

ポケット☆ポケット・おはなし
のもり・おかし座

企 行

学校側から、年数回、他学年にも行ってもらいたい希望がある。

79

主催事業（お話会・お楽しみ会） ４月～３月 共 0

図書館おはなし会「ぶっくん」 ６月 共

市民団体の特性を活かす

活動の種類を増やして、飽きられないような工夫が必要。

81

図書の配架、清掃 ４月～３月 参 0 市民個人ボランティア 行

市民の図書館を目指し、より開かれた図書館を実現するパートナーと
して図書館業務の補助、館外美化活動を実施する。

課題

0 中高生

図書館

広く市民相互の支えあいを支援　　　

おはなしﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ

80

82

市民団体の特性を活かす

0

企 行 ２回発行　１１名登録

広く市民相互の支えあいを支援
市内の中学生、高校生ボランティアの編集により、PR新聞を発行し、
市内の各図書館、各中学校図書室等で配布する。

課題
編集スタッフは受験期や思春期の年代なので、短期間に集中できるような工夫が必
要。

ヤングアダルト図書会議 ４月～3月 参

実


